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一

【
調
査
・
研
究
報
告
】

道
頓
堀
の
景
観
変
遷
―
芝
居
町
か
ら
「
食
い
倒
れ
の
街
」
へ
―

長　

谷　

洋　

一

林　
　
　

武　

文

橋　

寺　

知　

子

森　

本　

幾　

子

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
平
成
二
六
年
度
関
西
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
特
別
研
究
費
（
な
に

わ
・
大
阪
研
究
）、
研
究
課
題
「
道
頓
堀
の
景
観
変
遷
―
芝
居
町
か
ら
「
食
い
倒
れ

の
街
」
へ
―
」
の
報
告
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
道
頓
堀
芝
居
町
研
究
の
成
果

を
受
け
て
松
竹
座
が
開
場
し
た
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
以
降
の
道
頓
堀
の
「
都

市
文
化
と
景
観
の
変
遷
」
を
跡
付
け
る
こ
と
を
課
題
に
し
た
。

①　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
松
竹
座
に
関
わ
る
道
頓
堀
の
舞
台
美
術
に
関
す
る
研

究
。
二
〇
一
四
年
に
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
山
田
伸
吉
資
料
の
調
査
研
究
。

②　

道
頓
堀
を
構
成
す
る
茶
屋
・
料
理
店
・
土
産
物
屋
・
料
亭
・
旅
館
な
ど
の
飲
食

店
に
関
す
る
調
査
研
究
。
具
体
的
に
は
収
集
し
た
明
治
〜
昭
和
初
期
の
商
標
ラ

ベ
ル
・
チ
ラ
シ
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
さ
ら
に
地
図
上
に
落
と
し
た
マ
ッ
プ

の
作
成
。

③　

伝
統
的
な
和
風
空
間
と
し
て
の
道
頓
堀
に
、
洋
館
の
松
竹
座
が
建
つ
こ
と
で
、

街
全
体
に
洋
風
化
が
す
す
ん
だ
過
程
を
建
築
景
観
変
遷
と
し
て
の
究
明
。
な
か

で
も
中
村
儀
右
衛
門
資
料
の
中
で
建
築
的
資
料
が
も
っ
と
も
充
実
し
て
お
り
道

頓
堀
の
洋
館
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
建
て
ら
れ
ず
幻

の
洋
館
と
な
っ
た
洋
風
浪
花
座
の
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
復
元
。

　

以
上
の
三
点
を
具
体
的
な
研
究
課
題
と
し
、
研
究
分
担
と
し
て
①
を
長
谷
、
②
を

森
本
、
③
を
林
・
橋
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　

調
査
研
究
報
告
を
行
う
前
に
調
査
研
究
の
核
と
な
る
山
田
伸
吉
・
中
村
儀
右
衛
門

の
経
歴
に
つ
い
て
簡
略
な
が
ら
み
て
み
た
い
。



二

一
、
山
田
伸
吉
資
料
と
中
村
儀
右
衛
門
資
料

　

山
田
仲
吉
（
本
名
・
真
吉
）
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
大
阪
府
西
成
郡

稗
島
（
現
・
大
阪
市
西
淀
川
区
上
姫
島
）
に
生
ま
れ
た
。
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）

に
松
竹
合
名
会
社
に
入
社
し
、
最
初
の
仕
事
は
、
小
山
内
薫
演
出
、
市
川
左
団
次
主

演
で
京
都
・
知
恵
院
山
門
を
背
景
に
演
じ
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
『
織
田
信
長
』
及

び
映
画
『
底
な
し
湖
』
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
で
あ
っ
た
。

　

松
竹
は
、
同
年
四
月
に
楽
劇
部
を
創
設
し
、
翌
年
五
月
に
大
阪
松
竹
座
を
道
頓
堀

に
開
場
す
る
。
楽
劇
部
は
大
阪
松
竹
座
専
属
と
な
り
、
柿
落
と
し
公
演
は
「
ア
ル
ル

の
女
』
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
正
一
三
年
に
は
焼
失
し
た
明
治
座
を
京
都
松
竹
座
と
改

称
、
同
七
月
に
は
松
竹
キ
ネ
マ
の
下
加
茂
撮
影
所
が
誕
生
す
る
。

　

山
田
は
、
松
竹
座
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
、
舞
台
背
景
デ
ザ
イ
ン
や
興
行

館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
『SH

O
CH
IK
U
ZA
 N
EW
S

』
の
表
紙
な
ど
、上
演
前
の

舞
台
に
関
す
る
様
々
な
美
術
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
。

　

そ
の
後
、
書
籍
の
装
丁
や
挿
絵
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
一
二
年
（
一
九

三
七
）
に
京
都
松
竹
座
や
大
阪
劇
場
が
火
災
に
遭
い
、
そ
の
頃
か
ら
は
洋
画
家
を
目

指
し
て
春
陽
会
や
新
文
展
、
独
立
美
術
協
会
展
、
二
科
会
な
ど
に
作
品
を
出
品
し
て

い
る
。
戦
後
は
フ
リ
ー
の
舞
台
美
術
家
と
し
て
各
劇
場
の
舞
台
装
置
を
手
掛
け
て
い

く
一
方
、
洋
画
家
と
し
て
活
躍
も
二
科
会
を
中
心
に
出
品
す
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和

三
八
年
（
一
九
六
三
）
頃
か
ら
は
三
対
一
の
横
長
の
キ
ャ
ン
バ
ス
（
べ
ニ
ア
板
地
）

に
芝
居
の
名
場
面
を
組
み
合
わ
せ
た
「
油
彩
芝
居
画
」
を
考
案
し
、昭
和
三
八
年
（
一

九
六
三
）
に
京
都
・
土
橋
画
廊
で
初
の
個
展
「
名
舞
台
油
彩
絵
」
展
を
開
催
、
以
降

も
ほ
ぼ
毎
年
、
名
古
屋
御
園
座
や
大
阪
、
東
京
の
大
丸
、
大
阪
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
日
本

一
、
岐
阜
・
ヒ
ガ
シ
画
廊
な
ど
各
地
で
「
油
彩
芝
居
画
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
昭
和

五
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
九
日
に
逝
去
す
る
。

　

中
村
儀
右
衛
門
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
二
月
八
日
、
大
阪
市
西
区
北
堀

江
上
通
二
丁
目
（
現
大
阪
市
西
区
北
堀
江
）
に
生
ま
れ
た
。
一
二
歳
か
ら
父
の
も
と

で
大
工
の
修
業
を
始
め
る
と
と
も
に
、
製
図
法
な
ど
を
学
び
、
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
に
父
の
死
去
と
と
も
に
跡
目
を
相
続
し
、
五
代
目
中
村
儀
右
衛
門
を
名
乗
る
。

二
〇
代
の
こ
ろ
に
は
、
京
都
や
大
阪
の
小
学
校
の
ほ
か
、
九
州
の
病
院
や
個
人
の
邸

宅
な
ど
の
建
築
を
手
が
け
、
明
治
一
八
年
に
は
、
東
京
の
明
治
宮
殿
（
皇
居
内
）
の

造
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
、
木
造
建

築
の
加
工
技
術
で
あ
る
「
規
矩
術
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
明
治
中
学
規
矩
要
訣
』

を
執
筆
し
て
い
る
。

　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
東
京
・
柳
盛
座
に
続
き
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九

三
）
に
横
井
勘
一
の
委
嘱
に
よ
る
千
日
前
・
横
井
座
の
設
計
・
建
築
を
お
こ
な
っ
て

以
降
、
劇
場
建
築
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
弁
天
座
・
浪
花
座
・
角
座
な
ど
、
道

頓
堀
の
劇
場
の
ほ
か
に
も
、
大
阪
市
内
の
劇
場
の
新
築
や
修
築
を
請
け
負
う
な
ど
、

大
阪
を
拠
点
に
活
躍
し
た
。
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
一
月
二
一
日
に
死
去
し
、

下
寺
町
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
は
、
彼
が
大
工

棟
梁
と
し
て
携
わ
っ
た
道
頓
堀
ほ
か
大
阪
の
劇
場
の
建
築
設
計
図
面
や
仕
様
書
な
ど

の
書
類
、
舞
台
の
背
景
画
の
下
絵
を
ま
と
め
た
大
道
具
帳
の
ほ
か
、
日
記
・
覚
書
な

ど
を
含
ん
だ
総
数
四
五
五
点
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
建
築
関
係
資
料
は
二
九
三
点
を
数
え
、
関
西
、
と
く
に
大
阪
の
劇
場

や
観
物
場
、
寄
席
、
映
画
館
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
中
村
儀
右
衛
門
資
料
は
、
設



三

計
と
施
工
を
お
こ
な
っ
た
大
工
が
保
管
し
て
い
た
資
料
で
あ
り
、
実
際
に
建
て
ら
れ

て
完
成
し
た
建
物
の
図
面
だ
け
で
は
な
く
、
最
初
の
段
階
の
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
ス
ケ

ッ
チ
や
計
画
途
中
の
検
討
段
階
の
図
面
な
ど
が
多
く
、
そ
の
中
に
は
候
補
段
階
で
取

り
下
げ
ら
れ
た
設
計
案
の
図
面
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
図
面
だ

け
で
な
く
、
工
事
の
細
か
な
仕
様
を
文
書
で
記
述
し
た
仕
様
書
や
摘
要
書
、
役
所
へ

の
届
出
書
類
の
写
し
、
見
積
書
、
材
木
の
一
覧
表
、
契
約
書
な
ど
、
様
々
な
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
劇
場
の
建
築
図
面
や
仕
様
書
は
、
劇
場
の
正
面
や
側
面
な
ど
の
外

観
、
内
部
・
外
部
の
構
造
、
工
事
に
必
要
な
材
料
や
工
事
方
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
資
料
に
残
っ
て
い
る
劇
場
は
、「
道
頓
堀
五
座
」
の
う
ち
浪
花
座
・
角
座
・
中

座
・
弁
天
座
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
千
日
前
、
梅
田
、
天
満
な
ど
の
劇
場
も
含
ま
れ
、

彼
が
「
劇
場
大
工
」
と
し
て
大
阪
の
数
多
く
の
劇
場
建
築
を
手
が
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

ま
た
、
明
治
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
大
道
具
帳
は
、芝
居
の
舞
台
の
背
景
画
や
大
道

具
を
、
演
目
や
場
面
ご
と
に
描
い
た
帳
面
で
、
表
紙
に
は
興
行
し
た
年
月
、
上
演
演

目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
明
治
・
大
正
の
大
阪
に
お
け
る
劇
場

建
設
の
様
子
と
と
も
に
、
当
時
の
芝
居
小
屋
の
息
づ
か
い
が
伝
わ
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

二
、
松
竹
座
に
関
わ
る
道
頓
堀
の
舞
台
美
術
に
関
す
る
研
究

　

山
田
伸
吉
資
料
に
関
し
て
、
遺
族
か
ら
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
約
一
六
五
点
に
つ
い

て
整
理
・
調
査
を
行
っ
た
。
内
訳
は
油
彩
画
・
デ
ッ
サ
ン
・
下
絵
・
版
木
・
図
書
等

で
あ
る
。

　

山
田
の
遺
品
関
係
と
し
て
は
、
戸
籍
抄
本
や
大
阪
府
立
八
尾
中
学
校
在
籍
時
の
学

籍
手
帳
、
裏
面
に
「
松
竹
歌
劇
団
」
と
押
印
さ
れ
た
千
日
土
地
建
物
株
式
会
社
の
従

業
員
証
、
松
竹
の
徽
章
な
ど
が
あ
る
が
、
山
田
の
画
業
関
係
で
は
、
版
画
芝
居
画
用

版
木
の
寄
贈
が
目
を
引
く
。

　

特
に
版
画
に
よ
る
芝
居
画
は
、
作
品
と
し
て
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
（
図

1
《
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

門
外
》）
が
版
木
の
存
在
ま
で
は
わ
か
ら
ず
、
今
回
、
寄
贈

さ
れ
た
版
木
は
製
作
プ
ロ
セ
ス
が
わ
か
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

　

版
木
は
全
部
で
一
六
枚
あ
り
、ま
た
マ
ス
キ
ン
グ
用
の
原
紙
一
枚
を
伴
っ
て
い
る
。

題
材
と
し
て
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

門
外
」
版
木
の
ほ
か
、「
助
六
由
縁
江
戸
桜
」

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
木
に
は
見
当
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
枚
の
版
木
を
単
色

の
色
版
と
し
て
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
な
か
に
は
複
数
の
色
版
と
し
て
使
用
し

た
版
木
も
見
ら
れ
る
。
版
木
を
重
ね
摺
り
し
た
後
、
細
部
を
手
彩
色
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
数
の
挿
絵
原
画
は
広
汎
な
山
田
の
活
躍
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い

資
料
で
あ
り
、長
谷
川
幸
延
『
大
阪
芸
人
か
た
ぎ
』（
昭
和
五
二
年
刊
）
の
カ
バ
ー
原

画
や
雑
誌
『
演
劇
界
』
に
昭
和
五
三
年
に
連
載
さ
れ
た
「
劇
場
ス
ケ
ッ
チ
」
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
た
。

　

松
竹
座
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
は
松
竹
座
の
舞
台
写
真
が
掲
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ

も
舞
台
真
正
面
か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

　

通
常
、
上
演
中
の
写
真
撮
影
が
禁
じ
ら
れ
る
が
、
劇
場
側
が
参
考
資
料
と
し
て
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
撮
影
時
期
や
上
演
の
演
目
、
撮
影
場
所
等
は
今
後
の
研
究

課
題
で
あ
る
が
、
当
時
の
舞
台
装
置
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
上

で
大
変
興
味
深
い
。
な
か
に
は
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
舞
台
背
景
画
デ
ッ
サ
ン
と
類
似
す

る
舞
台
も
み
ら
れ
る
。



四

版画芝居画《仮名手本忠臣蔵　門外》と版木（便宜上左右反転）



五

　

寄
贈
を
受
け
た
山
田
の
油
彩
画
一
三
点
は
主
に
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に

か
け
て
の
作
品
で
あ
る
が
、
モ
チ
ー
フ
の
輪
郭
を
粗
い
麻
紐
で
形
ど
り
、
そ
こ
に
絵

具
を
厚
塗
り
に
し
て
い
く
作
品
で
あ
る
。
時
に
は
画
面
に
も
麻
布
を
貼
る
な
ど
、
晩

年
に
な
っ
て
も
油
彩
画
に
関
し
て
は
新
境
地
を
開
こ
う
と
す
る
意
志
が
読
み
取
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
九
日
に
ガ
ン
の
た
め
逝
去
し

て
し
ま
う
。

三
、
茶
屋
・
料
理
屋
・
土
産
物
屋
・
料
亭
・
旅
館
な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究

　

ラ
ベ
ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
の
森
本
幾
子
「
浪
花
贅
六
庵
（
な
に
わ
ぜ
い
ろ

く
あ
ん
）
蒐
集
ラ
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
ら
れ
た
い
が
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
大
阪
を
中
心
と
す
る
店
舗
の
商
標
ラ
ベ
ル
三
〇
三
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
「
浪
花
贅
六
庵
蒐
集
ラ
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
を

林
武
文
が
林
み
ゆ
き
氏
（
当
時
関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
四
年
、
林
武
文
研
究
室
）

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
行
っ
た
。
近
代
か
ら
現
代
に
至
る
都
市
大
阪
の
商
業
文
化
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
は
菓
子
店
や
寿
司
店
が
大

半
を
占
め
る
が
、
一
部
料
理
店
や
食
料
品
店
な
ど
も
あ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
と

ん
ど
の
店
舗
が
、
道
頓
堀
を
中
心
に
大
阪
市
内
の
川
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

四
、
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
洋
風
浪
花
座
の
復
元

　
「
大
阪
の
劇
場
大
工 

中
村
儀
右
衛
門
資
料
」
に
も
と
づ
き
製
作
さ
れ
た
「
洋
風
浪



六

花
座
復
元
模
型
」
を
も
と
に
Ｃ
Ｇ
を
制
作
し
、
Ｃ
Ｇ
「
幻
の
洋
風
浪
花
座
編
」
と
し

て
、
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｇ
の
制

〜
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
二
月
四
日
ま
で
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博

物
館
と
の
共
同
主
催
で
同
館
常
設
展
示
三
階
近
世
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
コ
ラ
ボ
展

「
芝
居
町
道
頓
堀
の
風
景
―
大
道
具
師
中
村
儀
右
衛
門
と
芝
居
画
家
山
田
伸
吉

―
」
展
を
実
施
し
、
油
彩
芝
居
画
や
洋
風
浪
花
座
模
型
、
大
道
具
帳
等
を
展
示
し

た
。
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
で
も
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
一

月
二
三
日
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
た
。

六
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

　

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
月
二
四
日
に
は
、
道
頓
堀
商
店
会
・
関
西
大
学
東

京
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
と
の
共
同
主
催
で
「
道
頓

堀
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
東
京　

芝
居
町
道
頓
堀
の
風
景
―
大
道
具
師 

中
村
儀
右
衛
門

と
芝
居
画
家 

山
田
伸
吉
―
」
を
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

講
演
は
、
児
玉
竜
一
氏
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
・
演
劇
博
物
館
副
館
長
）
に

よ
る
「
歌
舞
伎
の
演
出
と
大
阪
の
舞
台
美
術
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
長
谷
が
「
山
田
伸
吉
の
生
涯
と
画
業
」、
髙
橋
隆
博
関
西
大
学
名
誉
教
授
（
当
時

作
に
際
し
て
は
、
秋
田
県
小

坂
町
・
康
楽
館
に
内
部
映
像

の
撮
影
で
協
力
を
得
る
と
と

も
に
、
道
頓
堀
商
店
会
の
斡

旋
で
、
か
つ
て
の
店
舗
の
面

影
を
残
し
て
い
る
店
舗
の
実

測
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を

も
と
に
Ｃ
Ｇ
で
は
道
頓
堀
の

通
り
か
ら
浪
花
座
内
部
ま
で

を
復
元
し
て
い
る
。

五
、
成
果
の
公
表

　

整
理
・
調
査
研
究
が
終
わ
っ
た
資
料
は
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
一
二
月
一
日

か
ら
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
月
一
七
日
ま
で
、
関
西
大
学
博
物
館
の
冬
季
企

画
展
「
新
収
蔵
資
料
展
」
と
し
て
一
般
公
開
し
た
。
展
示
資
料
は
、
大
阪
都
市
遺
産

研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
に
加
え
、
寄
贈
を
受
け
た
資
料
か
ら
松
竹
の
徽
章
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
版
木
、
油
彩
画
、
写
真
な
ど
山
田
仲
吉
遺
愛
の
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。

な
お
一
二
月
六
日
に
は
山
田
伸
吉
関
係
資
料
の
列
品
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
に
関
西
大
学
と
早
稲
田
大
学
と
で
締
結
さ

れ
た
連
携
協
力
協
定
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
一
二
月
一
八
日



七

関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
が
「
道
頓
堀　

い
ま
・
む
か
し
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

林
が
「
大
正
期
道
頓
堀
の
Ｃ
Ｇ
復
元
」、
橋
寺
が
「
中
村
儀
右
衛
門
資
料
の
劇
場
図

面
」
と
題
し
た
報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
当
日
、
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ

ー
の
別
室
に
て
山
田
伸
吉
舞
台
背
景
デ
ザ
イ
ン
画
及
び
中
村
儀
右
衛
門
の
よ
る
角

座
・
浪
花
座
関
係
の
設
計
図
面
、
今
回
新
た
に
製
作
し
た
六
〇
分
の
一
洋
風
浪
花
座

模
型
を
展
示
し
た
。
な
お
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
つ
平
成
二
五
年
一
月
一
九
日
に
も
同

様
の
展
示
を
行
っ
た
。

研
究
者長

谷　

洋
一
（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）

林　
　

武
文
（
関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
教
授
）

橋
寺　

知
子
（
関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
）

森
本　

幾
子
（
尾
道
市
立
大
学
経
済
情
報
学
部 

講
師
）



八

商
標
ラ
ベ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発

林　
　
　

武　

文

一
、
概
要

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
『
浪
花
贅
六
庵
蒐

集
ラ
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
よ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
商
標
ラ
ベ
ル

三
〇
三
点
の
画
像
を
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
デ
ー
タ
な
ど
の
項
目
と
店
舗
の
位

置
情
報
を
付
し
て
Ｗｅ
ｂ
上
に
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
開
発
環
境

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
てM
ySQ
L5.6

を
、
ま
た
開
発
言
語

と
し
てPH

P5.4

とJavaScript

を
用
い
て
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
構
築
し
た
。
運
用
サ
ー

バ
はRed H

at Linux

（https://lolipop.jp/

）で
あ
る
。
文
字
コ
ー
ド
はH

T
M
L5

で
推
奨
さ
れ
るU

T
F

‒8

を
用
い
た
。

三
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能

　

キ
ー
ワ
ー
ド
や
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
商
標
ラ
ベ
ル
の
検
索
を
行
う
「
テ
キ
ス
ト
検
索
ペ

ー
ジ
」
と
商
標
ラ
ベ
ル
の
店
舗
の
位
置
を
地
図
上
に
表
示
し
て
検
索
を
行
う
「
マ
ッ

プ
検
索
ペ
ー
ジ
」
を
作
成
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
を
張
っ
た
。
検
索
操
作

中
に
は
両
者
を
切
り
替
え
て
表
示
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
両
ペ
ー
ジ
に
お
け
る

検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
個
別
の
デ
ー
タ
ペ
ー
ジ
に
は
、
ラ
ベ
ル
の
拡
大
画
像

と
付
随
す
る
情
報
と
し
て
、
ラ
ベ
ル
の
種
別
、
店
名
、
住
所
、
地
域
、
寸
法
、
備
考

を
掲
載
し
た
。

三
－

一　

テ
キ
ス
ト
検
索
ペ
ー
ジ

　

初
期
設
定
と
し
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
商
標
ラ
ベ
ル
デ
ー
タ
全
件
一
覧
の
サ
ム
ネ

イ
ル
が
表
示
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
個
別
の
デ
ー
タ

ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
機
能
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
簡
易
検
索
：
キ
ー
ワ
ー
ド
欄
に
語
句
を
入
力
し
、
テ
キ
ス
ト
情
報
全
て
に
対
し
て

部
分
一
致
検
索
を
行
う
。

・
カ
テ
ゴ
リ
検
索
：
ラ
ベ
ル
の
種
別
か
ら
デ
ー
タ
を
検
索
す
る
。
全
ラ
ベ
ル
を
「
寿

司
」・「
味
噌
」・「
菓
子
」・「
そ
の
他
」
の
四
種
別
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
た
。

・
詳
細
検
索
：
【
種
別
】・【
店
名
】・【
住
所
】・【
地
域
】・【
備
考
】
の
各
項
目
をO

R

結
合
も
し
く
はA

N
D

結
合
で
結
ん
で
検
索
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

三

－

二　

マ
ッ
プ
検
索
ペ
ー
ジ

　

大
正
〜
昭
和
初
期
の
大
阪
市
南
区
（
現
在
の
中
央
区
）
付
近
の
地
図
画
像
を
用
い
、

そ
の
上
に
店
舗
の
位
置
を
赤
色
の
ポ
イ
ン
ト
で
表
示
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
の
上
に
マ
ウ

ス
ポ
イ
ン
タ
を
重
ね
る
と
ラ
ベ
ル
の
サ
ム
ネ
イ
ル
が
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
し
て
表
示
さ
れ
、

そ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
個
別
の
デ
ー
タ
ペ
ー
ジ
に
移
行
す
る
よ
う
に
し
た
。

四
、
公
開

　

二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
よ
り
、
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
リ
ン
ク
を
張
っ
て
公
開
し
て
い
る
。（
設
置U

RL

：http://haya.

bitter.jp/label/

）



九

道
頓
堀
町
屋
（
旧
赤
鬼
）
の
実
測
調
査

橋　

寺　

知　

子

　

戦
前
期
の
道
頓
堀
の
景
観
は
、
芝
居
町
と
し
て
賑
わ
う
様
子
が
絵
葉
書
等
で
知
れ

る
も
の
の
、
建
築
資
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
建
物
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
の
空
襲
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
木
造
建
築
の
街
並
み
は
消

滅
し
た
。
だ
が
戦
後
の
復
興
は
意
外
と
早
く
、
劇
場
や
飲
食
店
が
数
年
で
建
ち
並
ん

だ
こ
と
が
写
真
資
料
で
わ
か
る
。
建
物
は
新
し
く
な
っ
て
も
土
地
の
区
画
は
元
の
ま

ま
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
で
も
道
頓
堀
北
側
に
は
間
口
が
狭
い
が
道
頓
堀
川
ま

で
達
す
る
建
物
が
多
く
、
戦
前
の
建
ち
並
び
の
様
子
と
一
致
す
る
所
も
あ
る
。
二
〇

に
建
て
ら
れ
た
建
物
は
あ
る
程
度
、
旧
建
物
の
特
質
を
引
き
継
い
で
い
る
と
推
定
さ

れ
、
芝
居
茶
屋
の
建
築
の
大
き
さ
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
等
を
知
る
参
考
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
実
測
調
査
結
果
を
示
す
。

　

当
該
建
物
は
改
修
さ
れ
、
現
在
は
ビ
ル
の
よ
う
に
見
え
る
（
写
真
3
）
が
、
数
年

前
ま
で
店
舗
と
し
て
利
用
さ
れ
、
閉
店
後
に
看
板
が
外
さ
れ
る
と
、
市
街
地
に
建
つ

三
階
建
町
屋
の
立
面
を
表
し
て
い
た
（
写
真
2
）。
写
真
を
比
較
す
る
こ
と
で
、開
口

部
や
壁
面
の
痕
跡
か
ら
旧
建
物
の
立
面
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る（
図
2
）。
開
口

部
の
意
匠
や
軒
の
構
え
、
壁
面
の
素
材
な
ど
、
残
さ
れ
た
写
真
資
料
か
ら
引
き
続
き

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
高
い
位
置
か
ら
撮
影
し
た
写
真
4
を
見
る
と
、
当
該
建
物
は

道
頓
堀
川
ま
で
達
し
て
お
ら
ず
、
西
隣
の
比
較
的
新
し
い
ビ
ル
と
の
関
係
は
不
明
で

あ
る
。
戦
前
期
は
川
ま
で
達
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
東
隣
の
ビ
ル
の
よ
う
な
敷
地

で
、
現
在
は
道
路
側
約
半
分
が
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
四
年
一
二
月
に
道
頓
堀
一
丁
目
、
中
座
跡
地
北
側
に
あ
る
町
屋
の
正
面
立
面
を
実

屋
が
建
ち
並

び
、
当
該
敷

地
に
は
「
三

亀
」
か
「
松

川
」
が
あ
っ

た
と
推
定
さ

れ
る
。
建
物

は
当
時
の
も

の
で
は
な
い

が
、
復
興
期

写真 1　赤鬼営業中 写真 2　赤鬼閉店後

写真 3　現況 写真 4　屋上（現況）

図 1　正面立面図（現況） 図 2　復元推定図

測
す
る
機
会
を
得
た
。
戦
前
期
に
は
、
こ
の
辺
り
に
は
芝
居
茶



一
〇

「
浪
花
贅
六
庵
蒐
集
ラ
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

尾
道
市
立
大
学　

森　

本　

幾　

子

　

浪
花
贅
六
庵
は
、
本
名
を
浪
花
善
三
と
言
い
、
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
大
阪
の
趣

味
人
グ
ル
ー
プ
の
世
話
役
的
存
在
で
あ
っ
た
。
生
歿
年
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
道

頓
堀
・
戎
橋
東
で
「
ナ
ニ
ワ
子
供
用
品
店
」
を
営
む
ほ
か
、
道
頓
堀
に
営
業
所
や
趣

味
の
店
を
何
軒
が
開
き
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
。
住
所
は
、
転
々
と
し
て
い
た

よ
う
で
、分
か
っ
て
い
る
住
所
だ
け
で
も
「
大
阪
市
南
区
西
櫓
町
十
番
地
」「
大
阪
市

住
吉
区
住
之
江
公
園
池
畔
」
が
あ
る
。

　

浪
花
贅
六
庵
の
主
な
活
動
は
、
木
版
絵
葉
書
で
、
大
阪
・
ミ
ナ
ミ
で
開
催
さ
れ
た

宝
船
絵
葉
書
交
換
会
の
「
宝
葉
会
」
の
幹
事
や
「
美
葉
会
」
の
同
人
と
な
る
な
ど
、

当
時
の
絵
葉
書
創
作
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
浪
花
贅
六
庵
蒐
集
ラ
ベ
ル
は
、
形
、
絵
、
彩
色
と
も
に
デ
ザ
イ
ン
性
の
高

い
も
の
ば
か
り
で
、
昭
和
初
期
の
大
阪
美
術
界
の
発
展
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
蒐

集
ラ
ベ
ル
№
「LB077

」
に
は
、宮
島
し
ゃ
も
じ
を
模
し
た
も
の
（
一
一
・
四
×
三
・

八
㎝
）
の
な
か
に
「
蒐
集
品　

桃
太
郎
を
因
む
も
の
一
切　

各
地
の

子
、
土
俗
玩

具　

名
物
レ
ツ
テ
ル
、
驛

票　

乘
車
券
、
小
繪
馬
、
寶
船　

大
阪
市
南
區
西
櫓
町

十　

浪
花
贅
六
庵
」
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
贅
六
庵
が
、
こ
れ
ら
を
精
力
的
に
集
め

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

現
在
残
さ
れ
て
い
る
贅
六
庵
作
の
木
版
絵
葉
書
に
は
、「
名
物
レ
ツ
テ
ル
」「
驛

票
」「
乗
車
券
」
な
ど
が
そ
の
ま
ま
貼
り
付
け
ら
れ
、
背
景
の
絵
と
と
も
に
、
何
と
も

趣
あ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
蒐
集
ラ
ベ
ル
の
中
に
は
、
ち
ょ
う
ど
葉
書
に
貼
り
付

け
る
こ
と
の
で
き
る
寸
法
の
も
の
も
多
く
、
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
た
葉
書
の
余
白
部

分
に
、
作
家
の
意
匠
を
こ
ら
し
て
一
枚
の
絵
葉
書
が
完
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ラ
ベ
ル
を
蒐
集
し
た
主
な
目
的
の
一
つ
は
、
木
版
画
絵
葉
書
の
デ
ザ
イ

ン
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

蒐
集
ラ
ベ
ル
か
ら
は
、
現
在
も
営
業
を
続
け
て
い
る
店
を
い
く
つ
か
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
、
戦
中
戦
後
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
変
わ
ら
ず
店
を
存
続
さ
せ
て
き
た
大

阪
商
人
の
底
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
今
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
て
し
ま

っ
た
寿
司
店
・
菓
子
店
な
ど
、
多
く
の
飲
食
店
の
存
在
を
、
わ
れ
わ
れ
の
内
に
蘇
ら

せ
て
く
れ
る
。
中
座
や
浪
花
座
の
道
頓
堀
芝
居
興
行
の
行
き
帰
り
や
合
間
に
、
人
々

が
入
店
し
、
雑
踏
の
な
か
、
大
阪
名
物
を
賞
味
し
て
い
た
様
子
が
目
に
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
で
あ
る
。

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
へ
と
つ
づ
く
時
期
、
と
く
に
芝
居
で
発
展
し
た
道
頓
堀
界
隈

は
、
浪
花
贅
六
庵
の
よ
う
な
大
阪
の
趣
味
人
た
ち
の
感
性
を
刺
激
し
、
当
時
流
行
し

た
絵
葉
書
創
作
な
ど
を
介
し
て
、
同
地
域
の
芝
居
お
よ
び
飲
食
文
化
を
発
信
し
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

浪
花
贅
六
庵
蒐
集
ラ
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、昭
和
初
期
の
都
市
大
阪
の
隆
盛
と
、

大
阪
を
象
徴
す
る
街
・
ミ
ナ
ミ
で
活
動
す
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る
文
化
人
の
自
尊
心

を
感
じ
る
好
資
料
で
あ
る
。

＊
参
考
文
献

『
彷
書
月
刊　

絵
葉
書
国
人
物
誌
〔
大
正
・
昭
和
初
期
編
〕』
彷
徨
舎
、
二
〇
〇
七
年
五
月


